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■■  ははじじめめにに  
福島第一原子力発電所の事故のような炉心損傷を伴う

シビアアクシデント（SA）では，現在，種々のシビアアクシ
デント解析コード（SAコード）が提案されている．本研究で
は，SPARC-90をベースとした統合SA解析コードMELCOR

単一気泡モデルにおける単一気泡の形状変化や上昇挙
動に着目している． 
本研究の目的は，単一大径気泡の形状や上昇挙動に

およぼすエアロゾル粒子の影響を解明することである．水
道水への溶解度が異なる複数のエアロゾル粒子を気泡に
混入させ，径が約10 mmの大きな単一気泡が上昇する際
の気泡形状および上昇速度への影響を実験的に調査した．
気泡形状をアスペクト比を用いて定量評価し，さらに,気液
界面に生じる界面振動について詳細に調べた． 
 

■■  活活動動内内容容  
１．エアロゾルを含む単一気泡の可視化 
図1に単一気泡の可視化画像を示す．観察された領域

では，気泡は終端速度に達した状態にある．気泡径が大き
くなると気泡は揺動し，扁平形状となることが確認された．
特に気泡内にエアロゾルを含まない条件では，単一気泡
の揺動と扁平が大きいことが確認された．一方でエアロゾ
ル粒子を含む気泡では揺動および扁平の双方が小さくな
った．図2に気泡重心を原点とした気液界面半径方向位置
を示す。エアロゾルを含む気泡の半径は局所的に変動が
大きくなるθが現れた． 
２．気液界面に生じる振動 
図3にエアロゾルの滞留が想定される底面部θ=270°に

おける単一気泡半径ｒの時系列変化に対してFFT解析を
行った結果を示す．エアロゾルを含まない気泡は13.2Hz，
エアロゾルを含む気泡は16.7～16.9Hzにおいて最大のピ
ークが示された．また、エアロゾルを含む気泡は含まない
気泡に比べて振幅が低くなった．これはエアロゾルが界面
に付着することで，濃度マランゴニ効果により界面が滑りな
しの状況となり，界面振動が表れにくくなったためと考えら
れる．  
 
 
 
 

 
 
 
 

 
図1 エアロゾルを含む単一気泡の可視化 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

図2 各座標の単一気泡半径 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
図3 単一気泡半径のFFT解析 
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